
(一社)兵庫県理学療法士会  

第 5 回支部運営審議会 議事録 

記録日： 令和 4 年 7 月 3 日(日) 

開催日時 令和 4 年 7 月 3 日(日)   15 時 00 分～16 時 00 分 

開催場所 ZOOM 会議 

出席者 
西原・戎・川端・山口・和田・田中・三野・反橋・山端・伊原・畑山 

小山・樋笠・清原・有吉・木澤 （敬称略） 

欠席者   なし 

記録者   有吉 

議題 1  報告事項 

決定事項 ① 代議員選挙 

    欠員補充推薦にて定数に達する。 

② 県士会 HP の「事業予定」への書き込みの継続 

③ 第 62 回近畿理学療法学術大会（和歌山） 

  2023 年 2 月 5 日（日）開催。各支部の事業予定は入れないようにすること。 

④ 支部研修会の登録について 

支部主催研会・支部主催症例検討会は支部担当理事が対応する。 

有吉：東・西・中・北播磨支部 

清原：神戸西・東支部、阪神北支部 

小山：阪神南（尼崎・西宮）、但馬、淡路支部 

【担当理事がすること】 

① 担当支部からの事前登録申請を協会システムに登録 

② 研修会（症例検討会）終了後、参加者の履修登録 

【支部がすること】 

① 事前登録フォームの提出（提出先はラインワークス） なるべく早めに 

② 研修会（症例検討会）終了後、参加者、講師の履修登録の提出 

（履修登録フォーマット、発表・講師等履修登録フォーマット） 

⑤ 新生涯学習システム全般について 

前期研修の実地研修（D 項目）について、煩雑な作業が多い。 

施設より、問い合わせがあったときは協会 HP を紹介してください。 

協会 HP→理学療法士向けサイト→生涯学習→登録理学療法士制度について 

議題２ 審議・協議事項 

１）支部長選挙制度の導入について 

決定事項 

 

＜支部長選挙の賛否＞ 

意見１：支部の活性化のため、会員に開かれた選挙で支部長を決めた方がよい（賛成） 

意見 2：支部活動を知っている運営委員の中から人選した方がよい（反対） 

     （会員から見ると運営委員・支部長の役割が見えにくく選挙に繋がりにくいため） 

各支部長への意見をグーグルフォームで意見集約し、協議継続する。 



 

議題３ ２）代議員との連携について 

決定事項 提起：代議員と支部の活動の連携。 

→支部活動に代議員の参加（招致）を促す。支部の予算で計上が可。 

現状：管理者ネットワーク会議に代議員と市町担当者に参加してもらっている（西播磨支部） 

新人説明会への代議員の参加も計画中。（西播磨支部） 

「多くの支部で代議員との連携は行えていない状況」 

議題４ ３）支部主催症例検討会について 

決定事項 

 

淡路支部の県学会の状況： 

県学会で生涯学習部とコラボし、症例検討会を企画。 

発表者（4～5 年目）を公募中。3 名×30 分。 

       座長にもポイントの付与。 

淡路支部：今年度は新人発表会と症例検討会の同時開催を検討中。 

将来的に研修会も含め、認定専門のポイントが取得できるミニ学会を検討中。 

神戸東支部：新人発表会の参加を促すために、症例検討会の同時開催も検討中。 

       神戸リハビリテーション連携会議（神戸西合同）で症例検討会も検討中。 

「支部間で合同開催し、会員が行き来できる工夫も今後検討」 

＜質疑＞ 

① 生涯学習部で支部担当の担当者は決定されたのか？ →部長に確認。 

② 新人発表会の座長のポイント付与はできないか？    →学術局に確認 

議題 5 その他 

決定事項 ① 今年度にて、三野先生が中播磨支部長退任。 

   次期支部長は会計担当の厚生病院リハ科長の冨田先生  →ラインワークスにて審議 

② 阪神北支部 新支部長 和田先生着任。 

③ LINEWORKS の新アカウントに支部カレンダー移行   →インポート方法を再度確認する 

④ 旧生涯学習制度の単位修正は不可。新制度の単位修正は可能か？ 

                              →新制度の修正が可能かは調査確認する。 

                                登録の際はミスがないように注意する。 

⑤ 役員管理者研修会などの開催連絡が遅い。 →拡大理事会にて発信する。 

継続事項 議題 2，3，4 

次回部会 

日時・場所 

未定 

今後の予定 未定 


